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微生物学の進歩と微生物を通しての国際交流 
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２．文部科学省感染症国際ネットワーク推進プログラム「インド‐岡山大学拠点」 
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‖ ‴̓ ₰₿╒⅍ ‴ Ό᾿ ΌῬ‒― 1//6 Ὸ” ” Ό ‼

写真１ 天皇陛下をお迎えしての記念式典 

写真３ 天皇陛下と会話を交わされる Daniel O.
Sordelli IUMS 会長 

写真２ 天皇陛下と会話を交わされる広渡学術
会議会長、後方は冨田組織委員会委員長
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№⅍─╒₦ ↨⌠₧≤√ I,FQHC9 I`o`m
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nm Hmedbshntr Qdrd`qbg ‗’‒―  

⁵―΅‴ ῀

ₐ└ⅎ̿ „᾿ₐ└ⅎ

∂└₣⌂ ”₪⌂₢₿‚Ῥ⁴ₐ└ⅎ ₪

⌐≤ • MHBDC9

M`shnm`k Hmrshstsd ne Bgnkdq` `mc Dmsdqhb Chrd`rdr ‚ ₀ῷ΅―ῷ᾿  

₀ ‚ 088/ Ὸ ‒―Ὼ IHB@ ”Ήₐ└ⅎ

ῌ₀ ‚ ―΅‴ ῀ ” IHB@ ” „ ᾿

’‘₀  ⁵ Ό ‚ ‼⁵―΅‾”‖᾿ „

‚₪⌐≤ ” ” ‖ MHBDC‚IHB@ ‗

 ― ⁵― ” ‗  ―΅‴ ῀ Ό‒―᾿ ”

↨⌠₧≤√” Ό ‴‒ ‖„᾿ ‚ ₀  ―΅‴ Ό᾿

” ₀ Ὸ ― ‗ ― MHBDC ‚ Ὼ᾿   ” ₀ ΅

‴ ῀ῷῸ ‖ ‾ ‼⁵ I̓HB@ ” ”Ῥ⁴ ₀₲└₿

╒ ‚ῷ ῴ ⁴ ‗Ό‖Ὼ᾿ ‚ ‒―΅‴ ῀

₈₯₈᾿₈↔≥₢” „᾿ ᾿ ‚᾿⁵⁵  ―΅⁴ ’

᾿ ΌῬ᾿⁵” ‚ ῾―” ₀  ―΅‴ ῀

ₐ└ⅎ ∂└₣⌂ ⁞ↄ└₧≤℮₮≈„₣└₯₰ ”℮⌂₿ ‗ ῴ⁴ ‖Ῥ

᾿ Ὸ₪⌐≤” ‖᾿ ‚ ₀ ‚₪⌐≤⁞ ” ”

Ό ⁶₁‾῀ ‴΅―  ‾   – ΅᾿ ₪⌐≤”

‾ ’ ‗ ₀ ῴ NQR ‚⁴ Ό ‚’‒―᾿ „

Ό‒―„΅‴ Ό᾿ ῼ” ‚„ ‗„ ῴ’΅”Ό ‖ ῀ ‚  

↨⌠₧≤√‚„ ⁞ₐ└ⅎ’‘᾿ ‗„ ῴ᾿ ” ‴ ΅

Ό ‴⁵―ῷ᾿ ⁵” ‚„   „ ‖„’΅‗ ⁸⁵⁴Ὸ‾ ⁵‴

 ₁Ό᾿ „ ’ ₀ ῴ―ῷ᾿ ” ῼΌ ‗ ῴ⁴ ‖ ’

‖  ―΅‴ ῀ ῴ‟ₐ└ⅎ” ⁞ ‖„᾿ ῃ’ ₀–῾⁴”‾

῾΅ῲ’ ‒ ‖ ₀ ᾿ ₀ Ώ᾿ „ ΅‖΅‴ ῀

”’΅‗ ⁶Ό ΅‖ Ὸ ‚ ῲ Ό ‖ Ό᾿ ΌῬ‒―‾ ”

表１．文部科学省 感染症研究国際ネットワーク
推進プログラム 

₭└→₈

↔₉≥↓└

₣╒⅓

₿ₐ

ₐ└ⅎ⅜₮₈

ₐ└ⅎ

∂⅍⅓√
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”ῲ’  ⁵ Ό  ⁵―΅⁴⁸῾‖„’΅”‖᾿ ’ „

‴ ₁῀

᾿⁶₁‾ ”ῷ῾⁴ ” ’ Ό  ⁵―΅‴  ᾿” ”

‾  ―  ⁵‟ ‖Ῥ᾿   ₀ Ό”⁴ ΅ ‗₀

„ ‒―΅‴ Ό᾿ ῼ” ║ ᾿ ΅ ” ₀ ῴ⁴ ‖„

‖Ῥ᾿ₐ└↔≤ ᾿ ᾿ ’‘ ῃ’ ‖” ‗‗‾‚᾿ ‖”

‾ ῾― ῼ ΌῬ⁴‖ ῲ῀

比較発達心理学から発達神経心理学への展開 

— 神経心理学研究からの私見 − 

║

║

1. 医学と心理学のハイブリッド科学としての神経心理学 

” „ ‗ ” ₀  ⁴ ‖ ῀ „ ”

Ό ‚ ₀  ‼‚ ” ₀ Ό ‼―΅‴

 Ό ₰∆≥╒Ό ” ₀ ΅― ” ₀   ‗Ὸ

1 Ό ‚ › ‗Ό ₁‚’‴ ῀

⁵₀  ―Ὸ ” ” ῼ„ ” ⁞ ‚  ⁴

‖ ‼⁴ῲ‚’‒―΅‴ ῀

 Ὸ  Ό ” Ό ‖  ⁵⁴ῲ‚’‒”„

2/ ῼ΅ Ὸ‖ ῀ ΌΉ Ὸ ₀‹⁴− ” ΅ῌ₀   0876

‚ ‖ ” ” ‚  ⁵ Ό ₀ ―΅⁴ ‗₀

ヒッポクラテスを起源に，今では，神経内科学や精神神経学を中心とする医学領域か

ら心理学，情報学等の学問境域に広がっており，21 世紀の科学として学問的地位を誇

っています。その脳科学の一領域である神経心理学が，名実ともに学問としてアイデ

ンティティを持ったのは，左右半球を分離手術したてんかん患者を対象に，左右大脳

半球の働きの違いを明らかにして，1981 年ノーベル生理学賞を受賞した R.スペリーか

らです。しかし，脳の知識が一般社会で語られるようになり，脳を知れば心が理解で

きるといういわゆる脳神話が，能力開発や教育現場に入り込み，脳科学の知識が胡散

臭く思われるようになったことも事実です。 
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 Ό⁵‴   ‖‾ ‒― ‗΅ῲ  ⁵ῼ΅‖ ῀

 ⁵Ὸῷ  ⁴ ‗„ ” ’ ₀  ― ”  Ὼ –

” ‚–΅―” ₀”῀ ‖”‾΅΅―  

 

2. 脳機能の発達様相と比較発達心理学の原理 

Ό ‚ ₀ –ῲ‚’‒”„ ₰∆≥╒ ” ↕╒√‚

 ⁵Ὸ‖„’ῼ ” Ό ₀ ‼⁴ ΌῸ‗’‒ ⅎₐ℗‗₈∞

≥₢‖   G-ₒₓ⌂⅓╒Ό   ‚ ⁵ Ὸ‖ ῀

„ ≠⃰∫ ⅎₐ℗ ‖ Ό ⅓℅” Ὸ₈∞≥₢‚   ∕€℅≈╒₲№

℗”₦≤╒₦ ‚ ₀ ΅ ‖ ῀ ” ‖ ’ „

‚„ ” 4 ΌῬ
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3. 実験神経心理学から臨床神経心理学そして支援技術 
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4. 自閉症研究が示唆した発達神経心理学への道 
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私たちが取り組んだのは，彼らが集中して単純な作業をしている時でも，自閉症者

が特定の人の指示言語に従うのは，どのような条件を持つ指示言語なのかということ

でした。これについても，彼らにスイッチを押すと点で種々の絵が描かれる単純な作

業に熱中している時，施設の指導員の声，未知の人の声，人工音声（当時は，抑揚制

御が不可能な音声 IC チップしかなかったのが幸いしました）のそれぞれで指示語を与

えると，自閉症児が反応するのは人の声で，抑揚の無い人工音声には反応しませんで 
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5. 母子の絆の脳科学としての発達神経心理学 
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応の測定研究です。母乳，人工乳，水（無臭統制刺激）をそれぞれ染込ませた綿を鼻 

した。他方，健常な 3．4．5 歳児では，どの音声の指示語にも反応が認められたので，
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腔に近づけた時，生後 1 週間目の新生児の前頭眼窩回と対応する前頭部に設置した測

定パッチから脳血流反応の違いを測定しました。また，新生児は，母乳のみ哺育 B 群，

母乳と人工乳の混合哺育 M 群，ブドウ糖水のみ哺育 C 群の 3 群に分けました。その結

果，B,M,C の 3 群とも母乳の匂いに対して脳血流量が上昇し，人工乳の匂いには M 群

のみが反応しました。また，別の嗅覚研究で，母子接触の多い赤ちゃん群と少ない群

を比較したところ，前者が後者より有意に母乳に対する脳血流量が増すことが示され，

母親との接触が，赤ちゃんの匂い情報への感度を促進させることも分かりました。こ

のことから，母乳の匂いや母子接触が，赤ちゃんの絆の質感になることが示唆されま

した。 

ものの，その様相は異なり，看護師の声には，両側の前頭部位での脳血流の増加があ

るのに対して，母親では左前頭部のみで血流の増加が認められました。このことは，

看護師や母親の抑揚のある声に対して未熟児も感知できますが，日頃痛みに曝されて

いる未熟児の場合，看護師の声には，未熟児にとって絆とは異なる覚醒的効果がある

のではと考えました。 
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愛媛大学の先端研究-拠点化の歩み- 
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写真１ 広渡学術会議会長の記念講演の様子 
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写真 2 谷口宇宙進化研究センター長の講演 
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地区会議運営協議会新委員の紹介 

12 0/ Ὸ 11 Ό₰₿╒⅍ ‴   ͂⁵‚  ―

‾ ’ ₀ ῴ‴ ”‖   ‴ ῀

ῷ Ό’ Ὸ⁸‾‗ ῬῺ‗

║ ║

11  ‚’‴ ῀ ”

‚  ―ῷ‴ ῀ „ ” ᾿

‖ Ό᾿ ⁞≥₰₦∕⅜₯∞└⅍ ’‘‾  Ὸ ‒ ‗Ὸ᾿

” ’΅ ‚  ―᾿ ᾿ ” ₀ –ῷ Ὼ ῾ ⁴ 

‗‚’‴ ῀

” ‖„᾿1 ‴‖ ₀ ‼―΅‴ ῀ Ὸ‒ Ὸ

ῲ⁞ῼ Ὸ⁵᾿ ‗ ‚ • ‴ Ό᾿ ‚ ” „ ₁‖΅

‚ ‾⌐∂⌂‾ ⁸  ΌῬ᾿₤∩№℅₈№↨ ’ῼ―„‗ ῃ ₀

 ―΅‴ ῀

‚’‒―‴ ‾’΅‖ Ό᾿ ” „᾿ ” ⁞

’‘” ῃΌ ‗’‒― ₀ ―ῷ⁵᾿ ”ῲ‚ ‒‗ ” ‚

 ―΅⁴ „ ’΅ῲ‚ ⁸⁵‴  ͂ῲ  ‖‾ ‚ῷ῾⁴

” „᾿ ’ ” ‗ ”‼” ₀  ⁴ ‖ ‗

ῴ‴ ῀⁶ ῼῷ ΅  ‴ ῀

᾿ ᾿ ℮ↄₐ₰”

⇔⌂₰ↄₐ₡€ₐₔ└₰

‚„᾿ 08 Ὸ ‗ ― ⁸

 ‼᾿ 1/ „ ‗ ― ᾿ ║

” ‚  ‴ ῀ ‚ ₐ└↨≤└⅍᾿ ‗ 





32   中国・四国地区ニュース '10(

第 22 期会員・連携会員一覧（中国・四国地区） 

 
【鳥取県】 

  

(心理学・教育学) 鳥取大学地域学部教授 

(農学) 鳥取大学乾燥地研究センター教授

(心理学・教育学) 鳥取大学副学長 

山下 博樹 (地域研究) 鳥取大学地域学部准教授 

 
【島根県】 

  

小林 祥泰 (臨床医学) 島根大学理事 

島根大学医学部附属病院長 

陶山 容子 (材料工学) 島根大学教授 

宮﨑 康二 (臨床医学) 島根大学医学部産科婦人科教授 

 
【岡山県】 

  

有本 章 (心理学・教育学) くらしき作陽大学 

作陽音楽短期大学学長 

内富 庸介 (臨床医学) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科

精神神経病態学教室教授 

唐木 英明 (農学) 倉敷芸術科学大学学長 

公文 裕巳 (臨床医学) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科

泌尿器病態学分野教授 

齋藤 清機 (化学) 放送大学岡山学習センター所長 

笹尾 真実子 (物理学) 東北大学大学院名誉教授 

同志社大学研究開発推進機構嘱託研究員

實成 文彦 (健康・生活科学) 山陽学園大学副学長 

山陽学園短期大学副学長 

白石 友紀 (農学) 岡山大学大学院自然科学研究科教授

滝川 正春 (歯学) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科教授

武田 和義 (農学) 岡山大学名誉教授，香川大学監事

西垣 誠 (土木工学・建築学) 岡山大学大学院環境学研究科教授

二宮 善文 (基礎医学) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科教授

 
【広島県】 

  

相田 美砂子 (化学) 広島大学大学院理学研究科教授 

秋野 成人 (法学) 広島大学大学院法務研究科教授 

太田 茂 (薬学) 広島大学大学院医歯薬学総合研究科教授

岡本 祐子 (心理学・教育学) 広島大学大学院教授 

奥村 晃史 (地球惑星科学) 広島大学文学研究科教授 

越智 光夫 (臨床医学) 広島大学理事・副学長（医療担当）

整形外科教授 

神谷 研二 (基礎医学) 広島大学原爆放射線医科学研究所長・教授

川本 明人 (経済学) 広島修道大学商学部教授 

坂田 桐子 (心理学・教育学) 広島大学大学院総合科学研究科教授

住居 広士 (社会学) 県立広島大学大学院教授 

(保健福祉学専攻) 

髙田 隆 (歯学) 広島大学医歯薬学総合研究科教授

歯学部長 

内匠 透 (基礎医学) 広島大学大学院医歯薬学総合研究科教授

谷口 雅樹 (物理学) 広島大学大学院理学研究科教授 

放射光科学研究センター長 

土屋 英子 (農学) 広島大学大学理事・副学長（研究）

大学院先端物質科学研究科教授 

利島 保 (心理学・教育学) 広島大学名誉教授 

中坪 史典 (心理学・教育学) 広島大学大学院教育学研究科准教授

平野 敏彦 (法学) 広島大学大学院法務研究科教授 

前川 功一 (経済学) 広島経済大学学長 

三浦 道子 (電気電子工学) 広島大学先端物質科学研究科教授

山本 陽介 (化学) 広島大学大学院理学研究科教授 

山脇 成人 (臨床医学) 広島大学大学院医歯薬学総合研究科教授
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地区会議事務局からのお知らせ 
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「愛媛大学先端研究」－拠点化の歩み－ 

῏ ῐ 

「 ‗ ῌ

広渡清吾（日本学術会議会長） 

【愛媛大学の研究戦略紹介】 

「愛媛大学先端研究センターの歩み」 

大橋裕一（愛媛大学理事・副学長） 

「沿岸環境科学研究センターの歩み」－瀬戸内海から世界へ－ 

武岡英隆（沿岸環境科学研究センター長） 

「地球深部ﾀﾞｲﾅﾐｸｽ研究ｾﾝﾀｰ(GRC)の現状と課題」 

入舩徹男（地球深部ﾀﾞｲﾅﾐｸｽ研究ｾﾝﾀｰ長） 

「試験管でタンパク質を作る，創る」 

遠藤弥重太（無細胞生命科学工学研究ｾﾝﾀｰ長） 

「宇宙進化の謎」 

谷口義明（宇宙進化研究センター長） 

「匈奴と漢代製鉄技術」－西方製鉄の遺伝子－ 

村上恭通（東ｱｼﾞｱ古代鉄文化研究ｾﾝﾀｰ長） 

「基礎医学から臨床医学への橋渡し研究」 

三木哲朗（プロテオ医学研究センター長） 

「愛媛大学防災情報研究センターの取り組み」 

谷田部龍一（防災情報研究センター長） 

「世界の持続的食料生産を支えるために」 

山内晧平（南予水産研究センター長） 

03 // 05 //
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平成 24 年 2 月 29 日(水) 
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